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31
 

し
あ
わ
せ
は
 

み
ん
な
の
ね
が
い
／
 

7

月

1

日
 
2
 
7

月
 31 

日
 

同

和

問

題

啓

発

強

調

月

間

 

部
落
差
別
を
な
く
し
、
同
和
問
題
の
解
決
に
 

む
け
て
努
力
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
日
本
国
民
 

一
人
ひ
と
り
の
人
格
を
尊
重
し
、
誰
も
が
願
う
 

と
こ
ろ
の
明
る
く
楽
し
い
、
平
和
な
社
会
の
実
 

現
に
近
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

「
今
ご
ろ
差
別
が
」
 
と
言
う
事
を
聞
く
事
が
 

あ
り
ま
す
が
、
現
実
は
残
念
な
が
ら
差
別
事
象
 

が
起
っ
て
お
り
ま
す
。
私
共
金
田
町
よ
り
差
別
 

を
な
く
し
一
人
ひ
と
り
の
人
格
を
守
る
た
め
に
 

も
こ
の
 
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
 
の
主
旨
 

を
充
分
理
解
し
て
頂
き
、
配
布
さ
れ
た
冊
子
等
 

充
分
読
才
れ
ま
し
て
、
正
し
く
理
解
し
て
い
た
 

だ
く
事
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

通

い

合

う

心

と

心

に

 

差

別

な

し

 

金
田
町
教
育
委
員
会
 

街
の
誘
惑
に
も
 

放
任
主
義
で
す
か
／
 

（
全
国
統
一
標
語
）
 

7
月
1

日
 
2
 
7
月
 31 
日
 

青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
 

全
国
強
調
月
間
で
す
ノ
・
 

昭
和
 58 

年
中
に
福
岡
県
内
で
警
察
に
補
導
さ
 

れ
た
非
行
少
年
等
は
、
七
万
一
千
三
百
八
十
七
 

人
で
前
年
に
比
べ
ゃ
や
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
 

そ
の
特
徴
的
傾
向
と
し
て
次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
 

れ
ま
す
。
 

一
、
非
行
の
低
年
令
化
が
一
層
顕
著
と
な
っ
て
 

い
る
事
。
 

一
、
中
学
生
に
よ
る
凶
悪
、
粗
暴
な
校
内
暴
力
 

一 

、
 

事
件
が
多
発
し
て
い
る
。
 

シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
事
犯
 

が
多
発
L

て
い
る
。
 

一
、
女
子
の
非
行
が
増
加
し
、
陰
湿
な
事
犯
が
 

目
立
っ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
質
的
悪
化
の
傾
向
を
た
ど
る
少
年
 

の
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
、
学
校
 

廿
7

月
は
法
務
者
主
唱
に
よ
る
0
 

4社

会

を

 

明
る
く
す
る
運
動
ガ
月
間
で
す
 

防
 
こ
 
・つ 

非
 
行
 

助
け
よ
ャ
つ
立
直
り
 

一
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
は
、
す
べ
て
 

の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
 

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
 

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
 

の
な
い
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
 

す。 
一
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
の
ほ
か
に
 

も
、
犯
罪
、
非
行
予
防
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
 

制
度
や
運
動
が
あ
り
ま
す
が
、
犯
罪
や
非
行
の
 地

域
社
会
及
び
関
係
機
関
、
団
体
が
一
体
と
な
っ
 

て
非
行
少
年
等
の
早
期
発
見
補
導
、
保
護
活
動
や
 

少
年
の
社
会
参
加
活
動
の
推
進
等
総
合
的
な
非
行
 

防
止
と
健
全
育
成
活
動
矛
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
 

必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

本
町
と
し
て
も
補
導
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
共
 

同
補
導
や
役
員
会
等
非
行
防
止
に
積
極
的
に
参
加
 

し
、
非
行
を
な
く
す
た
め
努
力
を
改
し
て
お
り
ま
 

す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

未

来

 に
 
伸

ば

そ

・

つ

 

若
 
い
 
芽

を

 ノ・ 
金
田
町
教
育
委
員
会
 

背
景
に
は
、
様
々
な
社
会
の
状
況
が
あ
る
た
 

め
、
専
門
の
機
関
や
団
体
の
努
力
に
加
え
て
 

地
城
社
会
の
人
々
の
積
極
的
な
協
力
が
な
け
 

れ
ば
、
予
防
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
 

せ
ん
。
 

国
民
一
人
一
人
が
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
 

犯
罪
、
 

非
行
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
 

り
、
家
庭
か
ら
近
隣
へ
、
近
隣
か
ら
地
域
へ
 

と
犯
罪
、
非
行
防
止
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
 

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

金田町保護司会、バ 

司
W
ぺい 
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田
 

金
 

第2 1 1 号 第21 1 号 報
 

町
 

田
 

金
 

「
議
会
だ
よ
り
 

昭
和
五
十
九
年
第
四
回
定
例
 

町
議
会
が
六
月
二
十
一
日
招
集
 

さ
れ
、
三
日
間
の
会
期
に
よ
り
 

議
案
が
慎
重
審
議
さ
れ
、
次
の
 

と
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
 

＠
議
案
第
二
十
四
号
 
金
田
町
 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
五
号
 
金
田
町
 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
 

正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て
 

議会事務局ヒ 

九
九
九
の
一
 

氏
名
 
春
永
 
定
夫
 

昭
和
五
年
三
月
十
五
 

日
生
 

＠
請
願
書
の
審
査
 

0
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
、
枠
 

拡
大
に
反
対
し
国
民
食
糧
の
 

安
定
確
保
に
関
す
る
意
見
の
 

採
択
を
求
め
る
請
願
 （

採
択
）
 

の
食
品
添
加
物
の
規
制
に
関
す
 

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
 

ー
ク
配
備
お
よ
び
日
本
へ
の
 

持
ち
込
み
反
対
決
議
を
求
め
 

め
る
請
願
 

（
採
択
）
 

O
外
米
輸
入
反
対
、
食
料
の
安
 

定
供
給
確
保
な
ら
び
に
米
穀
 

政
策
、
要
求
米
価
実
現
に
関
 

す
る
請
願
 

（
採
択
）
 

日
失
業
対
策
諸
事
業
の
昭
和
 60 

年
度
予
算
確
保
に
関
す
る
請
 

願
書
 

（
採
択
）
 

＠
意
見
書
の
審
査
 

補
正
額
五
三
二
千
円
 

請
願
 

（
採
択
）
 

0
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
、
枠
 

（
原
案
可
決
）
 

田
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
ト
マ
ホ
 

拡
大
に
反
対
し
国
民
食
糧
の
 

⑥
議
案
第
二
＋
六
号
 
工
事
請
 

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

＠
議
案
第
二
＋
七
号
 
工
事
請
 

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
金
田
町
人
権
擁
護
委
員
の
候
 

補
者
の
推
せ
ん
承
認
に
つ
い
 

て
 

（承 

認） 

住
所
 
金
田
町
大
字
神
崎
一
 

四
七
一
一
 

氏
名
 
池
長
 
幸
吉
 

明
治
四
＋
五
年
三
月
 

三
十
一
日
生
 

＠
金
田
町
農
業
委
員
会
委
員
推
 

せ
ん
に
つ
い
て
（
推
せ
ん
）
 

住
所
 
金
田
町
大
字
金
田
一
 

一
】
一
〇
の
一
 

氏
名
 
柳
沢
 
昭
三
 

昭
和
三
年
ニ
月
二
日
 

生
 

住
所
 
金
田
町
大
宇
神
崎
一
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国
土
調
査
に
こ
協
力
を
 
助
 

ー
振
興
課
国
土
調
査
係
ー
 

一
、
国
土
調
査
登
記
の
趣
旨
と
 

意
義
 

国
土
調
査
と
し
て
の
地
籍
調
 

査
に
は
、
そ
の
認
証
を
受
け
た
 

成
果
は
、
非
常
に
権
威
あ
る
資
 

料
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
面
に
利
用
 

し
う
る
と
い
う
、
他
の
調
査
に
 

は
み
ら
れ
な
い
利
点
が
あ
り
ま
 

す
。
た
と
え
ば
、
不
動
産
登
記
 

簿
は
、
不
動
産
に
関
す
る
権
利
 

関
係
の
ほ
か
不
動
産
の
現
況
を
 

も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
使
命
 

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
籍
調
 

査
の
成
果
を
最
大
限
に
利
用
す
 

べ
き
適
格
性
を
有
し
て
い
る
と
 

い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
 

安
定
確
保
に
関
す
る
意
見
書
 

（
決
定
）
 

e
食
品
添
加
物
の
規
制
に
関
す
 

る
意
見
書
 

（
決
定
】
 

田
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
ト
マ
ホ
 

ー
ク
配
備
反
対
に
関
す
る
意
 

見
書
 

（
決
定
）
 

O
外
米
輸
入
反
対
、
食
料
の
安
 

定
供
給
確
保
な
ら
び
に
米
穀
 

政
策
、
要
求
米
価
実
現
に
関
 

す
る
意
見
書
 

（
決
定
）
 

日
失
業
対
策
諸
事
業
の
昭
和
六
 

十
年
度
予
算
確
保
に
関
す
る
 

意
見
書
 

（
決
定
）
 

の
第
九
次
道
路
整
備
五
ケ
年
計
 

画
完
全
達
成
に
関
す
る
意
見
 

書
 

（
決
定
）
 

国
土
調
査
法
第
二
＋
条
に
規
定
 

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
土
調
 

。
 

。
 

O
 

O
 

o
 

O
 

o
 

O
 

o
 

O
 

O
 

o
 

査
の
成
果
か
認
証
さ
れ
る
と
そ
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0
 

れ
に
基
づ
い
て
登
記
簿
の
修
正
 

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
 

で
す
。
 

な
お
、
国
土
調
査
登
記
と
は
 

狭
義
で
は
調
査
地
域
内
の
土
地
 

に
つ
い
で
国
土
調
査
の
成
果
に
 

。
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

o
 

o
 

基
づ
き
、
登
記
簿
の
修
正
の
た
 

。
 

O
 

。
 

。
 

。
 

。
 

。
 

O
 

o
 

O
 

O
 

o
 

め
に
登
記
官
が
職
権
で
す
る
登
 

記
を
い
い
ま
す
が
、
広
義
に
は
 

国
土
調
査
の
成
果
に
基
づ
く
登
 

記
を
す
る
た
る
た
め
に
必
要
な
 

一
定
の
前
提
登
記
を
も
含
み
ま
 

す。 す
な
わ
ち
前
の
職
権
で
す
る
 

登
記
と
は
、
登
記
所
に
送
付
さ
 

。
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

o
 

れ
た
成
果
（
地
籍
簿
及
び
地
籍
 

。
 

C
 

。
 

。
 

。
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

。
 

図
）
に
基
づ
く
土
地
の
表
示
に
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

関
す
る
登
記
及
び
所
有
権
の
登
 

。
 

。
 

。
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

記
名
義
人
の
表
示
の
変
更
の
登
 

。

 記
を
指
称
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
 

登
記
名
義
人
の
表
示
の
変
更
の
 

登
記
は
、
本
来
当
事
者
の
申
請
 

に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
 

か
ら
、
こ
の
点
国
土
調
査
は
通
 

常
の
登
記
申
請
（
当
事
者
申
請
 

主
義
）
の
大
き
な
例
外
と
な
る
 

わ
け
で
す
。
後
の
前
提
登
記
は
 

。
 

。
 

。
 

。
 

O
 

。
 

町
が
土
地
の
合
筆
（
一
部
合
併
 

。
 

。
 

。
 

O
 

。
 

‘
 

。
 

O
 

O
 

O
 

o
 

を
含
む
）
が
あ
っ
た
も
の
と
し
 

。
 

。
 

。
 

O
 

。
 

。
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

て
地
籍
調
査
を
行
お
う
と
す
る
 

。
 

。
 

。
 

。
 

O
 

O
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

o
 

場
ム
ロ
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
 

O
 

O
 

O
 

o
 

O
 

。
 

。
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

当
該
土
地
の
所
有
者
に
代
位
し
 

。
 

。
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0
 

て
嘱
託
す
る
土
地
の
表
示
若
し
 

く
は
所
有
権
の
登
記
名
義
人
の
 

表
示
の
変
更
又
は
所
有
権
の
保
 

存
若
し
く
は
相
続
に
よ
る
移
転
 

の
登
記
を
い
い
ま
す
。
 

又
、
こ
れ
ら
の
登
記
の
う
ち
 

「
変
更
」
の
登
記
に
は
、
 

「更 

正
」
 

の
登
記
も
含
ま
れ
る
こ
と
 

は
も
ち
ろ
ん
で
す
。
 

（
詳
細
は
 

次
号
に
掲
載
し
ま
す
。
）
 

⑥
昭
和
五
十
九
年
度
国
土
調
 

査
新
規
着
手
地
区
に
つ
い
て
 

本
年
度
は
、
神
崎
地
区
の
一
 

部
（
南
木
・
飯
土
井
・
太
陽
〕
 

を
行
い
ま
す
。
実
施
要
項
に
つ
 

き
ま
し
て
は
、
後
日
回
覧
、
ハ
 

ガ
キ
等
に
よ
つ
て
対
象
地
区
の
 

土
地
所
有
者
の
皆
様
に
は
お
知
 

ら
せ
致
し
ま
す
。
 

又
、
地
元
に
お
き
ま
し
て
も
 

説
明
会
を
開
催
し
、
皆
様
の
ご
 

年

金

だ

よ

り

 

住

民

課

国

民

年

金

係

 

「
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
 

さ
ん
へ
」
 

8
月
は
福
祉
隼
金
証
書
の
提
 

出
日
で
す
。
 

老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
福
祉
年
 

金
な
ど
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
 

る
方
は
、
8
月
支
払
分
の
年
金
 

を
受
け
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
福
 

祉
年
金
証
書
と
印
鑑
シ
持
っ
て
 

役
場
の
国
民
年
金
係
へ
所
得
状
 

況
届
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
毎
年
本
人
、
配
偶
 

者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
 

得
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
8

月
分
 

か
ら
翌
年
7
月
分
ま
で
1
年
間
 

の
年
金
を
支
給
す
る
か
ど
う
か
 

を
決
め
、
年
金
証
書
の
支
払
欄
 

に
金
額
を
記
入
す
る
た
め
の
も
 

の
で
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
 

た
め
に
必
要
で
す
。
 

福
祉
年
金
証
書
の
提
出
が
な
 

伸

び

 ょ
 
う
 

伸

ば

 そ

う

 

青

少

年

 

友
清
 
隆
雄
 

え

に

し

 

偶
然
と
は
奇
し
き
縁
の
謂
な
 

ひ

と

 

る
か
 

声
か
け
し
女
五
十
年
 

振
り
に
し
て
 

i 

' 

i 

七
 
月
 
詠
 
草
 

金
田
町
短
歌
教
室
 

室
 

ト
ョ
 

自
ら
は
思
ひ
立
つ
事
な
き
旅
を
 

同
窓
会
に
友
と
唱
ひ
し
「
蟹
の
 

息
子
に
さ
そ
は
れ
勲
っ
れ
 

光
」
 

杏
き
昔
の
た
だ
な
つ
か
 
て
来
つ
 

1し
着
 

井
手
元
智
恵
子
 

福
田
 

昌
 

素
朴
な
る
心
画
面
に
じ
み
出
 
溺
れ
死
に
し
汝
の
葬
列
に
連
な
 

並
川
 
君
子
 

《 

ワ
イ
パ
ー
の
動
き
確
か
な
リ
ズ
？
 

ム
あ
り
 
信
号
を
待
つ
タ
ぐ
れ
（
 

で
し
 

原
田
泰
治
の
世
界
に
 
れ
る
 
吾
が
顔
ぬ
ら
し
雨
は
な
 

の
街
に
 

ひ
た
る
 

ほ
降
る
 

田
代
 

稔
 

心
あ
せ
れ
ど
足
も
あ
が
ら
ず
 

手
も
ふ
れ
ず
 
悲
し
か
り
け
 

り
老
の
夢
に
て
 

山
口
 

倭
子
 

そ
の
乳
を
み
ど
り
児
の
わ
れ
 

が
飲
み
た
り
と
 
姐
の
い
ふ
 

を
と
ま
ど
ひ
て
聴
く
 

平
木
 
綾
子
 

小
野
ト
メ
子
 

カ
ル
タ
取
り
に
打
興
じ
た
る
孫
 

病
室
に
吾
を
見
舞
ひ
て
メ
モ
を
 
た
ち
の
 

思
出
な
つ
か
し
そ
れ
 

と
る
 

正
月
準
備
に
と
ま
ど
ふ
 
ぞ
れ
の
顔
 

吾
娘
は
 

阿
部
 
重
宏
 

遠
き
代
の
ロ
マ
ン
に
心
遊
ば
せ
 

て
 

い
ま
去
ら
む
と
す
朝
霧
の
 

中
 

藤
本
 
唯
彦
 

癌
と
知
る
友
と
は
思
へ
ぬ
明
る
 

さ
に
 

慰
め
る
言
葉
わ
れ
は
う
 

し
な
ふ
 

伊
藤
 
初
美
 

久
保
 
恵
子
 

肩
並
べ
帰
る
夜
道
に
影
長
き
 

中
村
 
繁
生
 

色
づ
き
し
柿
の
実
並
べ
縁
側
ゆ
 
吾
子
の
指
さ
す
北
斗
七
星
 

山
道
の
椿
の
花
に
喜
び
の
 

入
り
来
る
光
の
中
に
絵
を
描
 

声
あ
げ
て
ゆ
く
妻
と
の
休
日
 

” 
て
一
時
も
 
離
さ
ず
入
学
を
 

？
待
ち
る
る
吾
子
は
 

雪の紛に 

、
ー
‘
・
i
弾
蟻
プ
ー
 

一
 

四
 (

r

・
ー
登
、
H
”
頭
i
発
 
福
智
嶺
に
初
冠
雪
の
輝
き
ぬ
 

一
1
 

1

・ 

） 

岡
野
富
司
生
 

く
 

つ
、
ぱ
り
の
生
 林

 

純
一
 

徒
も
窓
よ
り
手
 

菊
池
 

一
枝
 

し
の
の
め
の
空
薄
れ
た
る
す
き
 

間
よ
り
 
吾
が
目
お
ど
ろ
か
す
 

雪
の
紛
に
 

藤
林
 
俊
信
 

福
智
嶺
に
初
冠
雪
の
輝
き
ぬ
 

雨
晴
れ
し
朝
の
庭
に
仰
げ
ば
 

W
寝
入
り
た
る
ら
し
 

千
手
佐
起
子
 

、

 

若
杉
の
山
ふ
と
こ
ろ
の
遍
路
み
い
 

ち
 
白
装
東
に
山
ざ
く
ら
散
る
一
 

ふ

み

 

宵
か
ら
の
書
伏
せ
が
た
く
読
 

み
を
れ
ば
 
妻
は
い
つ
し
か
 

子
雀
暗
く
を
足
止
め
て
聞
く
』
 

三
村
 
和
子
 

5
:
:
！
二
・
・
を
；
;
?
:
‘
・
5
」
「
！
ニ
二
！
二
・
．
？
…
・
？
一
二
叫
子
；
・
・
‘
；
・
・
！
・
」
・
？
；
・
・
？
「
・
・
s
・
二
・
く
…
・
！
」
「
」
？
…
・
？
「
 

夏
の
交
通
安
全
運
動
始
ま
る
／
 

期
間
 
7
月
 21 

日
（
土
）
1
8
月
 

20 

日
（
月
）
 

運
動
の
重
点
 

一
、
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老
 

人
の
交
通
事
故
防
止
 

二
、
青
少
年
の
粗
暴
運
転
と
暴
 

走
族
の
追
放
 

三
、
飲
酒
運
転
の
追
放
 

四
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
 

進
 

福
岡
県
下
で
は
交
通
事
故
の
発
 

生
件
数
が
急
増
致
し
て
お
る
現
 

状
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
で
は
 

幸
に
死
亡
事
故
〇
日
が
六
月
一
 

日
現
在
で
一
六
O
〇
日
継
続
中
 

で
あ
り
ま
す
こ
れ
は
筑
豊
で
一
 

位
で
県
下
で
第
五
位
の
情
況
で
 

あ
り
ま
す
、
こ
れ
か
ら
暑
さ
も
 

き
び
し
く
な
る
折
柄
車
の
運
転
 

に
は
気
を
ゅ
る
め
る
こ
と
な
く
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
“
フ
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

《

俳

 
句

》

 

岩
野
 
勝
義
 

青
虫
を
喰
は
へ
巣
立
ち
の
 

つ
ば
め
の
子
 

鳥
越
 
美
枝
 

青
嶺
の
懐
深
し
杉
襖
 

克
芳
 

数
よ
り
も
多
く
人
出
の
 

蟹
狩
り
 

宗
一
 

朝
露
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
 

木
の
葉
髪
 斉

藤
ナ
ミ
子
 

満
開
の
桜
見
せ
た
や
 

友
の
目
に
 

政
子
 

梅
雨
に
入
り
地
割
れ
の
畠
に
 

く
わ
を
入
れ
 

岡
本
勝
次
郎
 

掃
除
機
の
コ
ー
ト
伸
ば
す
や
 

夏
に
入
る
 岡

本
 
清
子
 

山
藤
や
風
化
し
給
ふ
 

磨
崖
錦
 

幸
子
 

田
植
機
の
の
こ
す
死
角
に
 

手
植
か
な
 

《

短

 
歌

》

 

鳥
越
 
美
枝
 

暮
れ
果
て
し
庭
に
群
れ
咲
く
 

十
薬
の
花
た
だ
白
く
闇
に
 

浮
か
べ
り
 

岩
野
 
勝
義
 

北
国
の
 

土
産
に
受
け
し
 

水
中
花
 

神
秘
の
ま
ま
の
 

マ
リ
モ
し
ず
み
て
 

い
と
年
金
額
の
記
入
が
で
き
な
 

い
の
で
、
次
の
年
金
支
払
月
に
 

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
 

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
 

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
節
 

は
万
障
お
繰
合
せ
の
上
、
是
非
 

ご
参
集
下
さ
い
。
 

な
り
ま
す
。
8
月
末
日
ま
で
に
 

必
ず
年
金
証
書
と
印
鑑
を
も
っ
 

て
役
場
の
窓
口
で
手
続
き
を
す
 

ま
せ
て
下
さ
い
。
 

尚
、
恩
給
、
扶
助
料
、
退
職
 

年
金
等
の
公
的
年
金
を
受
け
る
 

よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
 

証
書
の
写
を
添
え
て
提
出
し
て
 

下
さ
い
。
 

、
、
、
，
、
！
、
，
．
・
、
．
，
・
・
，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
，
、
、
、
，
・
・
、
，
・
・
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
奄
 、、、・！、，・、、，・、、 

水
 
道
 

は
 

暮

し

 の
 
リ

ズ

 ム
 

ひ
 

ら
 
く
 
窓
 
。
 
。
 
o
 

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
勢
よ
く
出
 

こ
れ
か
ら
、
暑
く
な
り
使
用
 

る
水
、
毎
日
何
気
な
く
使
つ
て
 
量
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
大
切
 

い
る
水
、
水
道
は
私
達
の
家
庭
 

に
使
い
ま
し
よ
う
。
 

を
は
じ
め
学
校
や
病
院
、
工
場
 

な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
毎
日
絶
 

え
る
こ
と
な
く
使
わ
れ
て
い
ま
 

す
が
、
ゃ
や
も
す
る
と
そ
の
大
 

切
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
 

す。 こ
の
水
を
つ
く
る
に
は
、
大
 

変
な
労
力
と
費
用
が
か
か
り
ま
 

す。 

水
 
道
 
係
 

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
運
 

o
危
険
で
す
そ
の
信
号
の
変
 

動
に
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
 

り
ぱ
な
 

す
、
本
年
度
の
交
通
安
全
ス
ロ
 

o
自
転
車
も
の
れ
ば
車
の
な
 

ー
ガ
ン
は
次
の
通
り
で
す
。
 

か
ま
い
り
 

o
運
転
は
気
く
ば
り
目
く
ば
 

り
思
い
や
り
 

昭和59 年度 主催事業あんない 福岡県立英彦山青年の家 

血
 

種 別 事 業 名 期 口 日 数 参 加 対 象 募集人員 

に
】
 主 催 

第24回 
福岡県青年学級生大会 

9月1日（土）-'2日（日）1泊2日 
青年学級・青年教室・広 
域青年大学 

100名 

6
 

特 別 
英彦山の 

紅葉と史跡を訪ねて 
H 月3日（土）-4日（日）1泊2日 一 般（中学生以上） 化0名 

7
 

主 催 
学校・集団 

宿泊担当者研修 
11月27日（ 火）-29日（ 木）2泊3日 

中学校・高校・大校・各 
種学校 専修学校などの 
集団宿泊研修担当者 

100名 

8
 

主 催 青年の家スキー教室 1月26日（ 土）~27日（日）1泊2日 一 般（中学生以上） 
アルペン50 
名、ラング 
ラウフ30名 

。

一

 

特 別 歳時に係る催し 随時実施 する 当日入所団体 

⑥ くわしいことは右記におたずねください。〒824-01 福岡県田川郡添田町大字英彦山皿09418-5-0101（代表） 

総

務

課

 

一
1
l
i
‘
ョ
I

『‘ 

人
影
も
な
き
草
原
に
賑
や
か
に
？
 

一
目
員
 

貧
F
 

菊
池
 

一
枝
 

を
振
り
て
 

修
学
旅
行
の
バ
ス
 

一
あ
た
ら
し
き
カ
バ
ン
買
ひ
き
 
し
の
の
め
の
空
薄
れ
た
る
す
き
 
は
発
ち
た
り
 

い
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町
 

田
 

金
 

昭
和
 59 

年
度
就
学
義
務
猶
予
 

免
除
者
の
中
学
卒
業
程
度
 

認
定
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
 

こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
 

発
育
不
完
全
そ
の
他
ゃ
む
を
得
 

な
い
事
由
の
為
に
、
義
務
教
育
 

諸
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
で
 

き
ず
、
就
学
を
猶
予
又
は
免
除
 

さ
れ
た
者
等
に
対
し
、
中
学
校
 

を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
 

学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
 

て
認
定
試
験
を
行
い
合
格
者
に
 

高
等
学
校
入
学
資
格
を
与
え
る
 

も
の
で
す
。
 

昭
和
 60 
年
3
月
 31 

日
ま
で
に
 15 

才
以
上
に
な
る
者
で
す
。
 

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
8
月
 

10 

日
ま
で
に
金
田
町
教
育
委
員
 

会
、
学
校
教
育
課
ま
で
御
連
絡
 

下
さ
い
。
受
験
手
続
に
つ
い
て
 

説
明
致
し
ま
す
。
 

・
・
自
衛
官
募
集
・
・
▽
 

一
、
7

・
8
月
採
用
人
員
（
筑
 

豊
管
内
）
 

陸
上
6
名
・
海
上
4
名
 

合
格
順
に
遂
次
採
用
し
ま
す
 

二
、
受
験
資
格
 

満
 18 

才
ー
 25 

才
未
満
の
男
子
 

三
、
試
験
期
日
 

各
志
願
者
ご
と
に
指
定
す
る
 

口
H
 

四
、
試
験
科
目
 

国
語
、
数
学
、
社
会
及
び
作
 

文
等
 

五
、
試
験
場
及
び
問
い
合
せ
先
 

福
岡
地
方
連
絡
部
 

飯
塚
募
集
事
務
所
 

雷
話
（
兄
突
）
⑩
四
八
四
七
番
 

住
所
 
飯
塚
市
大
字
横
田
八
 

一
 

一
 

〇
 

税

の

作

文

・

標

語

募

集

 

税
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
考
え
 

て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、
税
 

に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ぱ
何
で
 

も
結
構
で
す
。
ふ
る
っ
て
応
募
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

ハ
作
 

文
V
 

o
応
募
資
格
 
高
校
生
 

o
テ
ー
マ
 

税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
 

何
で
も
結
構
で
す
が
、
次
の
よ
 

う
な
例
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
 

▲
税
金
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
 

意
見
 

▲
税
金
に
つ
い
て
学
校
な
ど
で
 

教
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
意
 

見
 

▲
税
務
署
な
ど
を
見
学
し
た
こ
 

と
が
あ
れ
ば
そ
の
印
象
や
経
験
 

▲
税
に
つ
い
て
の
家
族
の
体
験
 

談
や
ま
わ
り
の
人
の
話
を
聞
い
 

て
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
 

o
応
募
点
数
と
字
数
 

一
人
一
編
、
三
O
〇
O
字
以
内
 

で
、
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
性
 

別
、
学
校
名
、
学
年
、
学
校
の
 

所
在
地
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
 

o
締
切
り
 
九
月
五
日
（
水
）
 

o
表
 
彰
 
優
秀
作
文
 15 

編
に
 

国
税
庁
長
官
賞
、
佳
作
に
は
国
 

税
局
長
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。
 

△
標
 
語
V
 

o
応
募
資
格
 
中
学
生
 

o
テ
ー
マ
 

作
文
と
同
じ
で
す
 

o
応
募
数
 

一
人
何
編
で
も
よ
く
、
 

制
限
は
し
ま
せ
ん
。
 

特
に
 

o
締
切
り
 
9
月
 14 

日
（
金
）
 

o
表
 
彰
 

福
岡
国
税
局
長
賞
、
佳
作
に
 

は
税
務
署
長
賞
を
贈
呈
し
ま
す
 

※
作
文
、
標
語
い
ず
れ
も
詳
し
 

く
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
 

尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

一
 
一
 

」
 

」
 

一
 
一 

料
 

理
 

教
 
室
 

」

 

一
 
一
 

」

 

一
一
 

四
季
折
々
の
新
鮮
な
材
料
を
 

使
い
、
ま
た
そ
の
材
料
の
持
ち
 

味
を
生
か
し
て
、
楽
し
く
お
勉
 

強
で
き
る
料
理
教
室
へ
参
加
な
 

さ
い
ま
せ
ん
か
ノ
 

お
友
達
も
で
き
ま
す
し
、
味
覚
 

探
究
の
為
、
 

「
食
べ
歩
き
」
に
 

も
、
行
き
ま
す
。
楽
し
い
雰
囲
 

気
の
中
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
 

1L灘難はす 

鷺響 
t 讐 

たJ敏趣 
槌ノ 

貿愛入 
唐健誉直買熱 たば’こ 

難g 
美
味
し
く
、
栄
養
が
あ
つ
て
、
 

し
か
も
、
あ
っ
と
お
ど
ろ
く
様
 

な
料
理
を
、
や
つ
て
み
ま
せ
ん
 

か
、
皆
様
の
御
参
加
を
心
か
ら
 

お
待
ち
致
し
て
い
ま
す
。
 

日
時
 

o
第
一
、
三
月
曜
日
 

午
後
一
時
神
崎
隣
保
館
 

o
午
後
七
時
三
十
分
 

金
田
町
四
区
公
民
館
 

お
 
礼
 
の
 
言

葉

 

春
永
勇
 
様
 

森
山
武
一
様
 

植
高
一
曇
様
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

に
香
典
返
し
を
御
寄
贈
下
さ
い
 

図

書

 の
 
寄

贈

 

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
／
 

こ
の
た
び
総
合
会
館
に
貴
重
 

な
図
書
（
日
本
国
語
大
辞
典
 20 

巻
）
を
上
原
安
子
氏
よ
り
御
寄
 

贈
を
戴
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

貴
重
な
文
献
と
し
て
活
用
さ
 

せ
て
戴
き
ま
す
。
 

又
県
の
図
書
館
よ
り
一
般
図
 

書
と
児
童
図
書
の
配
本
が
あ
り
 

ま
し
た
の
で
．
み
な
さ
ん
の
利
 

用
を
、
お
待
ち
 

致
し
て
お
り
ま
 

す。 総
合
会
館
図
 

書
部
 

ま
し
た
の
で
、
ク
ラ
プ
活
動
に
 

有
意
儀
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
 

』
さ
ま
す
。
 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

ロ
お
知
ら
せ
ロ
 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
 

お
け
る
啓
発
映
画
の
テ
レ
ビ
放
 

送
が
放
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
 

す。 R
K
B

毎
日
放
送
の
協
力
を
 

得
ま
し
て
、
 
59 

年
7
月
 21 

日
土
 

曜
日
午
前
 10 

時
 30 

分
よ
り
 11 

時
 

25 

分
ま
で
 55 

分
間
啓
発
用
映
画
 

「
美
し
い
季
節
」
が
放
映
さ
れ
 

ま
す
の
で
、
多
数
ご
ら
ん
下
き
 

い
ま
す
よ
う
御
知
ら
せ
致
し
ま
 

す。 

金
田
町
教
育
委
員
会
 

山
本
 

才
田
 

福
田
 

伊 植 植 森井香春片伊 
川 高 高 山上月 永岡藤 

康
男
 
殿
 

文
彦
 
殿
 

綱
五
郎
 

一 武輝広 英桃 
満 穂曇 一夫三勇征代 

殿 殿 殿 殿殿殿殿殿殿殿 

右
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
と
 

し
て
、
御
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
有
意
義
に
使
用
き
せ
て
も
 

ら
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
 

い
ま
し
た
。
 


